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TEL045(504)5121 鶴見区潮田町 2-120-2 
あなたの力を貸してください！党鶴見区後援会へご参加ください。  無料生活・法律相談 
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‣よこはま健康友の会会長  
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2 0 2 5 年度予算審議 が始 ま り ま し た 

２月１２日から来年度予算などを審議する議会

が始まりました。年度の節目ということもあり、年

間を通して最も議案が多い議会となります。 

過去２番目の予算規模４兆６６００億超 

今回提案された予算は、一般会計（基本的な行

政サービスのためのもの）・特別会計（健康保険

など特定事業のための独立した会計）・企業会計

（水道など公営企業の収支を管理する会計）併せ

て４兆６６００億円を超える規模となっていま

す。 

 県税収入は、個人所得の増加や企業収益の増加

などを背景に個人県民税や法人二税、地方消費税

が増収となる見込みで前年度当初予算比で１０

８．８％となっています。いわゆる県の借金も約

１８００億減少する見通しとなっています。財政

が厳しい×２と知事や他会派は喧伝しますが、実

は投資家などには財政は堅調だとアピールして

いるのが神奈川県なんです。 

 

 令和６年度１０月「神奈川県の財政状況と起債運営」ｐ９より 

県民生活優先の財政運営を 
 今問われているのは、財政の厳しさを強調して県民

の切実な願いを脇に置いてしまうのか、正面から取り

組むのかという県の姿勢です。物価高の中で、日々の

暮らしを支える制度の拡充や負担軽減など住民と市

町村の事業を支えることこそ県の責務だと言えます。 

 そんな中、前向きな変化もいくつか生まれています。

県議団として繰り返し求めてきた教育費の負担軽減

の一つとして、私立高校に通う生徒の学費補助の対

象が少しではありますが、広げられようとしているほ

か、奨学金の対象も広げられる方向です。 

 しかし、東京都では親の所得制限はなく、学校が東

京以外でも私立に通う高校生の学費実質無償化とな

ります。神奈川でも、小さな一歩を足掛かりにお金の

心配なく誰でも学べる制度へと前進させるために頑

張りたいと思います。 


